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日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会（
前
田
勉
会
長
）で
は
去
る
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
、登
録
委
員
を
対
象
に
し
た
２
日
間
の
研
修
会
を
府
県
の
５
地
区
で
開
催
し
た
。こ

の
研
修
会
は
日
頃
酪
農
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
登
録
委
員
を
対
象
と
し
て
毎

年
夏
期
に
開
催
し
て
い
る
。
今
年
度
は
東
北
地
区（
山
形
県
）、中
部
・
北
陸
地
区
（
岐
阜

県
）
、
近
畿
地
区
（
滋
賀
県
）
、
中
国
・
四
国
地
区
（
島
根
県
）
、
九
州
地
区
（
宮
崎

県
）で
、計
１
５
０
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た（
関
東
地
区
は
県
別
に
開
催
予
定
）。

東北地区研修会で挨拶する前田会長

滋賀県立八日市南高校で開催された審査研修

　
研
修
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
主
催
者
で
あ
る
日
本
ホ

ル
協
か
ら
、
登
録
委
員
は
じ

め
関
係
者
各
位
に
対
し
、
日

頃
の
酪
農
経
営
指
導
と
登
録

事
業
の
普
及
推
進
に
対
し
て

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共

に
、
乳
価
の
引
き
上
げ
や
子

牛
価
格
の
上
昇
の
兆
し
も
あ

り
な
が
ら
、
生
産
資
材
価
格

の
高
止
ま
り
と
牛
乳
消
費
の

停
滞
に
よ
る
酪
農
情
勢
の
厳

し
さ
か
ら
離
農
が
加
速
し
て

い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
酪
農

不
況
の
中
で
も
各
位
の
協
力

に
よ
り
、
日
本
ホ
ル
協
の
主

幹
事
業
で
あ
る
血
統
登
録
頭

数
は
令
和
６
年
度
に
お
い
て

前
年
度
並
み
を
確
保
で
き
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
に
は
新

た
な「
家
畜
改
良
増
殖
目
標
」

が
公
表
さ
れ
、
長
命
連
産
性

の
改
良
を
促
進
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
日

本
ホ
ル
協
で
も
血
統
登
録
を

軸
と
し
て
、
泌
乳
と
体
型
、

繁
殖
性
や
疾
病
抵
抗
性
等
を

含
め
た
長
命
連
産
性
向
上
の

た
め
の
情
報
提
供
を
拡
充
し

て
い
く
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

最
後
に
本
年

月

～

日

に

年
ぶ
り
と
な
る
第

回

全
共
を
北
海
道
安
平
町
で
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の

酪
農
家
・
関
係
者
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
、
そ
の
成
功
に

向
け
て
万
端
の
準
備
を
進
め

て
い
く
旨
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
研
修
の
一
環
と
し
て
、
本

年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
家
畜

改
良
増
殖
目
標
と
、
新
た
に

評
価
開
始
と
な
っ
た
疾
病
抵

抗
性
指
数
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
た
。

【
家
畜
改
良
増
殖
目
標
】

　
家
畜
改
良
増
殖
目
標
は
お

お
む
ね
５
年
ご
と
に
家
畜
の

能
力
、
体
型
、
頭
数
等
に
関

し
て

年
後
の
目
標
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
乳

用
牛
１
頭
当
た
り
の
乳
量
は

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
一

方
で
早
期
淘
汰
に
よ
る
供
用

期
間
の
短
縮
や
受
胎
率
は
悪

化
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め

今
回
の
改
正
で
は
、
他
の
形

質
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し

た
上
で
乳
量
・
泌
乳
形
質
の

改
良
の
推
進
に
加
え
、
繁
殖

性
や
極
端
な
大
型
化
の
抑
制

を
含
む
耐
久
性
の
改
良
を
よ

り
重
視
し
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
に
配
慮
し
た
飼
養

管
理
を
促
進
す
る
こ
と
で
長

命
連
産
性
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
長
時

間
労
働
や
労
働
力
不
足
対
策

と
し
て
導
入
さ
れ
る
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
へ
の
適
合
性
が
高
い

牛
へ
の
改
良
、
暑
熱
耐
性
の

改
良
、
飼
料
利
用
性
等
の
新

た
な
評
価
形
質
の
導
入
の
検

討
な
ど
に
よ
る
日
本
の
飼
養

環
境
に
適
し
た
改
良
を
推
進

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し

た
改
良
手
法
の
導
入
も
進

め
、
よ
り
効
率
的
で
迅
速
な

改
良
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

乳
用
牛
改
良
基
盤
の
維
持

と
、
生
乳
の
需
要
動
向
に
即

し
た
安
定
的
な
供
給
の
確
保

を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
疾
病
抵
抗
性
指
数
】

　
２
０
２
５
年
８
月
評
価
よ

り
、
疾
病
抵
抗
性
指
数
の
評

価
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
指

数
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
事
業
「
乳
用
牛

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
選
抜
の
推
進
強

化
研
究
事
業
」
に
よ
り
、
７

道
県
の
農
業
共
済
組
合
か
ら

疾
病
牛
の
診
療
デ
ー
タ
の
提

供
を
受
け
て
日
本
ホ
ル
協
で

開
発
さ
れ
た
、
乳
房
炎
と
周

産
期
疾
病
の
抵
抗
性
を
高
め

る
た
め
の
選
抜
指
数
で
あ

る
。
値
が
高
い
ほ
ど
抵
抗
性

が
高
く
、
診
療
コ
ス
ト
の
節

制
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
登
録

委
員
研
修
会
の
事
務
研
修
で

は
「
登
録
委
員
だ
よ
り
」
を

中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
令
和
６
年
度
の
登
録
等

申
込
状
況
や
同
表
彰
登
録
委

員
、
同
各
種
表
彰
等
、
ま
た

第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
に
つ
い
て
は
会
場

案
内
や
行
事
日
程
等
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
。
さ
ら
に

「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
の
手

引
き
」
他
資
料
を
用
い
て
血

統
登
録
や
移
動
申
込
書
の
書

き
方
、
登
録
時
の
不
備
に
よ

る
事
故
の
内
訳
と
対
処
法
、

遺
伝
子
型
検
査
申
込
に
つ
い

て
の
解
説
が
な
さ
れ
た
。
総

務
関
係
で
は
登
録
委
員
の
委

嘱
等
に
つ
い
て
の
説
明
と
、

審
査
関
係
で
は
エ
ク
セ
レ
ン

ト
と
な
る
条
件
、
新
た
に
加

わ
っ
た
線
形
形
質
「
前
肢
方

向
」
や
「
高
さ
」
の
ス
コ
ア

基
準
値
の
変
更
に
つ
い
て
、

説
明
を
行
っ
た
。

　
事
務
研
修
後
に
行
わ
れ
た

地
区
別
登
録
事
務
担
当
者
会

議
で
は
、
各
支
部
・
承
認
団

体
で
実
務
を
担
当
し
て
い
る

方
々
が
集
ま
り
、
登
録
業
務

か
ら
事
故
照
会
や
至
急
申

込
、
申
込
書
類
の
整
備
、
遺

伝
子
型
検
査
に
つ
い
て
の
説

明
、
専
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

照
会
方
法
に
つ
い
て
の
説
明

等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
事
業

進
捗
に
つ
い
て
、
各
団
体
か

ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　
２
日
目
に
行
わ
れ
た
「
審

査
研
修
」
で
は
、
日
本
ホ
ル

協
の
審
査
委
員
が
実
際
に
乳

牛
３
頭
を
用
い
て
、
乳
牛
の

見
方
を
研
修
し
た
。
ど
の
様

な
体
型
が
高
い
生
涯
生
産
能

力
と
長
命
連
産
性
に
富
む
の

か
を
判
断
す
る
指
標
の
説
明

が
あ
っ
た
。
現
畜
を
供
試
牛

と
し
て
使
え
な
い
場
合
は
資

料
を
用
い
た
座
学
に
よ
る
講

習
が
行
わ
れ
た
。

　
来
年
度
の
開
催
は
、
東
北

地
区
は
福
島
県
、
中
部
・
北

陸
地
区
は
福
井
県
、
近
畿
地

区
は
京
都
府
、
中
国
・
四
国

地
区
は
鳥
取
県
、
九
州
地
区

は
熊
本
県
の
予
定
。

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
は
８
月
５
日
、
乳
用
種
雄

牛
評
価
成
績
２
０
２
５

８

月
評
価
を
公
表
し
た
。
表
１

に
精
液
供
給
可
能
な
検
定
済

種
雄
牛

頭
（
う
ち
新
規
牛

５
頭
）
よ
り
総
合
指
数
（
Ｎ

Ｔ
Ｐ
）
ト
ッ
プ

、
表
２
に

後
代
検
定
参
加
種
雄
牛
の
ヤ

ン
グ
サ
イ
ア
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｐ
ト

ッ
プ

を
ま
と
め
て
い
る
。

　
今
回
の
検
定
済
種
雄
牛
の

Ｎ
Ｔ
Ｐ
１
位
は
ハ
ツ
ピ
ー
ク

ロ
ス
　
モ
デ
ル
　
Ｅ
Ｔ
（
ア

ル
タ
モ
レ
ノ
×
プ
ロ
フ
イ
ツ

ト
）
が
３
期
連
続
で
獲
得
し

た
。
無
脂
固
形
分
量
や
乳
蛋

白
質
量
、
産
乳
成
分
が
高
い

ほ
か
、
耐
久
性
成
分
に
も
優

れ
て
い
る
。
ま
た
長
命
連
産

効
果
に
つ
い
て
は

頭
中
首

位
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
位
も
前
回
同
様
、
デ
イ

ベ
ロ
ツ
プ
　
ド
ラ
ス
テ
イ
ツ

ク
　
Ｅ
Ｔ
（
ア
ル
タ
モ
ン
ト

ー
ヤ
×
ジ
エ
ダ
イ
）
。
産
乳

成
分
、乳
量
に
秀
で
て
い
る
。

特
に
乳
代
効
果
と
無
脂
固
形

分
量
、
乳
蛋
白
質
量
は

頭

中
１
位
で
あ
っ
た
。

　
父
親
別
に
み
る
と
、

頭

中
ア
ル
タ
モ
レ
ノ
が
３
頭

で
、
母
方
祖
父
別
に
み
る
と

ジ
エ
ダ
イ
が
５
頭
と
特
に
多

か
っ
た
。

　
ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
の
Ｎ
Ｔ
Ｐ

１
位
は
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
　

フ
エ
ス
ト
　
ピ
ー
ク
　
パ
ワ

ー
（
パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
×
ス
ラ

ム
ダ
ン
ク
）
が
獲
得
し
た
。

無
脂
固
形
分
量
や
乳
蛋
白
質

量
に
秀
で
て
い
る
。

　
２
位
は
サ
ン
ビ
レ
ツ
ジ
　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

（
パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
×
マ
ス
タ

ー
カ
ー
ド
）
。
産
乳
成
分
が

高
い
ほ
か
、
体
貌
と
骨
格
、

乳
用
強
健
性
に
も
優
れ
て
い

る
。


